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Abstract
The present investigation aimed to analyze the relationship between color preference exhibited against daily ob-
jects (specific color preference) and abstract preference for color per se. Questionnaires obtained from participants
with wider ranges of age (n=385) indicated that distribution of preferred and hated colors were varied in accordance
with what was the target of the preference evaluation. Degrees of scatters in preferred/hated colors and ratio in which
abstract preference color was selected as most suitable for designated object (or ratio in which hated color was selected
as most unsuitable for the object) were also determined for each object. Furthermore, cognitive attitude toward color
(color stereotype and color consciousness) can significantly affect the relationship between abstract color preference
and specific color preference; person who had high color stereotype and low color consciousness turned out to match ab-
stract color preference and specific color preference at higher probability.
#：abstract color preference, specific color preference, color consciousness, color stereotype





者数：385 名). 調査の結果, 特定の事物に対して好ま






しくない色 (最嫌色) を嫌忌色として選択する比率 (最









我々は, 多くの場合, 各個人に固有な好きな色, 嫌い
な色を有しており, 比較的容易にそれらを思い浮かべ,
言葉にして表すことができる. この色の“好み”のこと
を, 色嗜好 (color preference) と呼ぶ. 色嗜好が色彩
科学の大きな研究対象であることは論を待つまでもなく,
多くの研究者が多様な方法を用いてこの問題にアプロー
チしている (日本色彩学会, 1998). 高橋・羽成 (2005)







1979 年から 1992 年まで継続的に行われた (財) 日本色
彩研究所における嗜好色の大規模な縦断的調査が代表例
として挙げられる ((財) 日本色彩研究所, 1995). また,
齋藤らは, ②異文化間比較に関する一連の研究において,
アジア諸国の嗜好色を比較し, 文化を超えた一貫性を見




できる. 同時に高橋らは, ｢なぜ人は (ある特定の) 色
を好むのか｣ という“人視点での色嗜好研究”の重要性
を唱え, 色嗜好表出に関わる認知要因を分析する心理学
















が (例えば, Chou & Chen, 1935; 近江, 1972; Saito,
1983; Holmes & Buchanan, 1984; 三浦・齋藤, 2004;
中村・原田・城川, 2008), 抽象的・全般的な色嗜好と
の関連は明らかではない. そこで本研究では, 具体的事
物を想定した際の色嗜好判断 (具体的色嗜好) と, 色そ
のものへの嗜好判断 (抽象的色嗜好) との関係を調べる








講座の終了後に回答の後, 提出を求めた結果, 388 名
(男性 101 名, 女性 287 名, 18 歳～74 歳, 平均年齢 29.5
才) から回答を得た (回収率は約 60％であった). 無効
回答が含まれた回答者 3名のデータを除去し, 385 名を
分析対象とした. 結果の分析に当たっては, 29 歳以下
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の回答者を若年者群, 30 歳から 59 歳の回答者を中年者
群, 60 歳以降の回答者を高齢者群として分類した (若





回答者は, 色名で提示された 12 色 (白, 黒, 灰, 赤,
ピンク, オレンジ, 茶, 紫, 青, 緑, 黄緑, 黄) に対し,
色そのものとして考えた場合にその好きな度合いの順に
1 から 12 までの順位を記入した. 次に, 身の回りにあ
り普段よく目にする事物 20 種 (傘, 財布, 携帯電話,
壁紙, 洗濯機, カーテン, スーツ, 鞄, カーペット, シー
ツ, セーター, 本棚, 靴下, シャツ, テーブル, ハンカ
チ, 自動車, 冷蔵庫, ソファー, ネクタイ) の名称を提
示し, 自分でそれを購入するとしたら, どの色がもっと
も好ましく (嗜好色), どの色がもっとも好ましくない
か (嫌忌色) を, 前述の 12 種の色名から選択させ, さ
らに, その商品の購買選択に色がどの程度重要な役割を
果たすのかについて, 5 段階尺度で評定を行わせた (色
重要度). さらに回答者に, 羽成・高橋 (2009) を参考
に作成した自分自身の色に関する認知的態度を尋ねる





い色であるとされたもの (嗜好順位 1位) を最好色, 最
も好ましくない色であるとされたもの (嗜好順位 12 位)
を最嫌色として, 全回答者におけるその分布を算出した
(図 1). 最好色としては青が最も頻繁に回答され, 次い
で黒, ピンクなどが最好色となる頻度が高くなった. 最
嫌色に関しては, 灰色の比率が高く, 茶, 紫がそれに続
いている. これらの傾向は, 色そのものに対する嗜好を
尋ねた先行調査によって得られた結果と概ね一致するも
のである (例えば Eysenck, 1941).
性別による抽象的色嗜好に関する差異も一定程度認め
られた (図 2). 女性回答者においては, 男性回答者に
比して, ピンク・オレンジなどの暖色系の中間色に対す
る嗜好が顕著であった. 他方, 男性回答者においてはピ
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図 2 抽象的色嗜好の分布 (性別)
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とをそれぞれ尋ねている. 付表 1－1 に事物ごとの嗜好





とに平均情報量 (エントロピー) を式 1に基づき算出し
た (嗜好色散布度, 嫌忌色散布度). 嗜好色, 嫌忌色と
も, 事物によって散布の度合いが変化していた. 嗜好色
では 1.06～3.02 (平均 2.38), 嫌忌色で 2.74～3.36 (平
均 3.13) と, 嫌忌色の散布度の方が若干高くなってお
り, 具体的な事物に対する好みの表出においては, 嫌い
な色, 避けたい色の方が, 好ましい色の選択よりも, 選
択に際しばらつきが大きくなることが示された. 図 4に,
嗜好色判断で散布度が最大となった ｢ネクタイ｣ と最小
となった ｢洗濯機｣, 嫌忌色判断で散布度最大の ｢携帯































式 1 平均情報量 (エントロピー)
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図 3 抽象的色嗜好の分布 (年代別)
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20 種の事物に対し, 上記の二指標 (最好色選択比率・
嗜好色分布度) を用いてクラスタ分析 (ユークリッド距
離, ウォード法) を適用した結果, 最好色選択比率が高
く散布度も高い事物群 (例：傘, カーテン), 最好色選
択比率が高く散布度が中程度の群 (例：財布, 鞄), 最
好色選択比率が低く散布度も低い群 (例：洗濯機, 壁紙),






















目に対し因子分析 (主因子法, バリマックス回転) を適
用し, 1.0 以上の固有値を持つ 2 因子を抽出した (累積








れ, 色意識因子と命名された. 付表 2に因子分析結果を
示した. 両因子に高い負荷を示す項目の回答素点の単純
加算平均により, 色ステレオタイプ尺度得点 (6 項目)
と色意識尺度得点 (4 項目) を算出した. 折半法により
両尺度の信頼性を検討したところ, α係数がそれぞれ
.796 と.794 となり, 両尺度とも十分に高い信頼性を有
することが明らかとなった.
両尺度得点の中央値で回答者群を分割し, 2 (色ステ
レオタイプ高・低) ×2 (色意識高・低) の 4 群の回答
者群を得た. 各群に属する回答者の人数を表 1に示す.
最好色選択率 (20 種の事物の好ましい色として, 抽象
的色嗜好として最も好きな色を選択した比率), 最嫌色









れも ＜1.0), 交互作用には有意傾向が認められ (






















































均値を示す. 色意識の主効果に有意差 ((1,381) =4.86,






有意となった (それぞれ (1,381) =10.052, <.01, 
(1,381) =18.857, <.01) が, 交互作用は有意とはなら
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付表 2 因子分析結果 (バリマックス回転後の因子負荷量)
項 目 因子 1 因子 2
人それぞれ､ 似合う色と似合わない色が決まっていると思う 0.572 0.084
ひとつの色から連想される物やイメージは､ 決まっていると思う 0.549 0.172
国や地域を象徴する色彩があると思う 0.619 0.118
春には春にふさわしい色､ 秋には秋にふさわしい色があると思う 0.744 0.277
縁起の良い (めでたい) 色と縁起の悪い (いまわしい) 色があると思う 0.555 0.119
気持ちが昂 (タカ) ぶる (興奮する) 色と､ 気持ちが静まる色があると思う 0.607 0.375
服を選ぶとき､ どの色にしたら良いかを考える 0.489 0.492
メモを取るときカラーペンを良く使う 0.107 0.231
色トレンド (流行の色) に興味があるし､ 気になる 0.152 0.640
料理を作るときには､ 味だけではなく見た目のいろどりにも気を使う 0.108 0.699
友達が身につけている服や持ち物の色が気になる 0.190 0.663
自分の部屋のカラーコーディネートには気を使っている 0.171 0.736
